日本における初期オルテガ思想受容の展開と特質 by 木下 智統 & Tomonori Kinoshita
― 69 ―
日本における初期オルテガ思想受容の展開と特質










































































































































































































































































































































































































































































































































金城学院大学論集　社会科学編　第10巻第 1号 2013年 9 月
― 76 ―
の反逆』といった，オルテガの主著といえる
書物にしか翻訳作業が及ばなかったが，第二
期では先の主著に加え，細かな随筆に至るま
で翻訳が進められた。こうしてオルテガの作
品はこの第二期において，一通りの翻訳が完
了するのである。そのため，原語では扱うこ
とができなかった人々もこの時期から日本語
でオルテガに接することが可能となった18）。
この後，『大衆の反逆』は現在に至るまで幾
度かの翻訳の再検討が数人の研究者によって
行われたが，残る大部分の作品についてはそ
うした積極的な翻訳活動が行われることはな
かった。そのため，オルテガ著作物の翻訳が
最も進められた時期という特質をこの期は有
している。また，前期の翻訳者たちがオルテ
ガの著作物をドイツ語から日本語に翻訳した
のに対して，この期より原語から翻訳を行う
ことが主流となった点も特質として付け加え
ておく。
６．結論に代えて
第一期，第二期と定義してきた，1933年か
ら1975年までの期間について，オルテガ思想
受容の要因と特質を明らかとすべく考察を進
めてきたが，最後にこの過程で明らかとなっ
た点について指摘を行い本論考の結びとした
い。
まず，これまで日本におけるオルテガ導入
の出発点が事実と異なっていた点を挙げてお
きたい。すでに見たとおり，これまで出発点
とされてきた1936年から 3年早まり，1933年
をその出発点としてとらえ直すことになっ
た。また，論文だけではなく，最初の翻訳と
18）奥村は先の論文の中で，「そして何よりも喜ばし
い出来事は，1969年から翌年にかけて，邦訳『オル
テガ著作集』が刊行されたことでありました。これ
でオルテガについて関心を寄せている人たちに，そ
の思想に近付く門戸が大きく開かれたのでありまし
た。少なくとも，私は，その恩恵に浴した一人であ
ります」（p.119）とその意義を述べている。
なるエッセイの存在も今回の資料分析の過程
で浮かび上がった。今後も資料の分析を進め，
さらなる変更の可能性を模索していく。
次に，思想導入の期間を四つに分ける試み
についてふれておきたい。オルテガ導入の出
発点から現在までの期間を分けるというこの
試みは，オルテガ思想の受容に社会情勢を関
連させてとらえるという視点へとつながっ
た。本論考では戦後の混乱時期において，オ
ルテガの思想が日本の知識人に影響を与えた
ことを確認したが，オルテガが幅広い分野で
受け入れられたことに鑑みれば，こうした視
点は今後の分析においても重要となってくる
だろう。
そして最後に，第一期と第二期ではその性
格に大きな違いがあったことを指摘しておき
たい。資料の分析を進めた結果，それぞれの
期間では資料内容に大きな違いがあったこと
が明らかとなった。第一期では，各研究者た
ちのオルテガ思想受容の要因を検討すること
が可能であったのに対して，第二期では，そ
うした心証を示す資料が乏しいために，どの
ように研究が進展したのかについて論を進め
ざるをえなかった。このため，それぞれの期
間ごとに総括を加えるならば，基本的に第一
期はオルテガの紹介にあてられた期間であり，
続く第二期は彼の思想研究が進展した期間で
あったと結論付けることができる。
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